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【手続補正書】
【提出日】令和1年7月2日(2019.7.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光が照射された被検体から発生する音響波に由来する、前記被検体内の複数位置におけ
る特性値を示す特性分布情報を処理する処理部を有し、
　前記処理部は、
　　第１の注目位置を設定し、
　　前記第１の注目位置に対応する、前記第１の注目位置を含む複数位置に対する第１の
重み分布情報を取得し、
　　前記第１の重み分布情報、前記第１の注目位置における特性値、および、前記複数位
置のうち、前記第１の注目位置とは異なる位置における特性値を用いて、前記第１の注目
位置における特性値に対する置き換え値を取得する
ことを特徴とする装置。
【請求項２】
　前記処理部は、
　前記第１の重み分布情報を用いて前記第１の注目位置における前記特性値を重みづけす
ることにより、前記第１の注目位置における第１の重みづけられた特性値を取得し、
　前記第１の重み分布情報を用いて前記第１の注目位置とは異なる位置における前記特性
値を重みづけすることにより、前記第１の注目位置とは異なる位置における第２の重みづ
けられた特性値を取得し、
　前記第１の重みづけられた特性値、及び、前記第２の重みづけられた特性値を用いて、
前記第１の注目位置における前記置き換え値を取得する
ことを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記処理部は、
　前記第１の注目位置とは異なる第２の注目位置を設定し、
　前記第２の注目位置に対応する、前記第２の注目位置を含む複数位置に対する第２の重
み分布情報を取得し、
　前記第２の重み分布情報、前記第２の注目位置における特性値、および、前記第２の注
目位置とは異なる位置における特性値を用いて、前記第２の注目位置における特性値に対
する置き換え値を取得し、
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　前記第２の重み分布情報は、前記第１の重み分布情報とは異なる
ことを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記処理部は、前記第１の重み分布情報を用いて、前記第１の注目位置を決定する
ことを特徴とする請求項１ないし３のいずれか１項に記載の装置。
【請求項５】
　前記処理部は、前記置き換え値を取得する際に、前記第１の注目位置とは異なる位置に
おける前記特性値として、前記第１の注目位置の近傍の位置における特性値を用いる
ことを特徴とする請求項１ないし４のいずれか１項に記載の装置。
【請求項６】
　前記特性値は、前記光に対する吸収係数である
ことを特徴とする請求項１ないし５のいずれか１項に記載の装置。
【請求項７】
　前記被検体には複数の波長の光が照射され、
　前記処理部は、前記複数の波長の光の照射により発生する音響波に基づいて、前記複数
の波長に対応する複数の吸収係数分布情報を取得し、前記複数の吸収係数分布情報を用い
て、前記特性分布情報として酸素飽和度分布情報を取得する
ことを特徴とする請求項１ないし６のいずれか１項に記載の装置。
【請求項８】
　前記処理部は、前記複数の吸収係数分布情報のいずれかの吸収係数分布情報に基づいて
、前記第１の重み分布情報を取得する
ことを特徴とする請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記処理部は、前記第１の重みづけられた特性値、及び、前記第２の重みづけられた特
性値の代表値を前記置き換え値として取得する
ことを特徴とする請求項２に記載の装置。
【請求項１０】
　前記代表値は、平均値、最頻値、中央値のいずれかである
ことを特徴とする請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記処理部は、前記特性分布情報を用いて、前記特性値が閾値より大きい位置を前記第
１の注目位置として設定する
ことを特徴とする請求項１ないし１０のいずれか１項に記載の装置。
【請求項１２】
　前記処理部は、前記第１の注目位置における前記特性値からの分散に基づいて、前記第
１の重み分布情報を取得する
ことを特徴とする請求項１ないし１１のいずれか１項に記載の装置。
【請求項１３】
　前記処理部は、前記第１の注目位置とは異なる位置のうち、特性値が所定の範囲から外
れる位置における重みをゼロとした前記第１の重み分布情報を取得する
ことを特徴とする請求項１ないし１２のいずれか１項に記載の装置。
【請求項１４】
　前記処理部は、前記第１の注目位置とは異なる位置のうち、特性値が前記第１の注目位
置を含む複数位置における特性値の３σから外れる位置における重みをゼロとした前記第
１の重み分布情報を取得する
ことを特徴とする請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記置き換え値に置き換えられた特性分布情報を表示部に表示させる表示制御部をさら
に有する
ことを特徴とする請求項１ないし１４のいずれか１項に記載の装置。
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【請求項１６】
　前記処理部は、操作者の指示に基づいて決定された前記第１の注目位置に関する情報を
取得し、前記第１の注目位置に関する情報を用いて前記第１の注目位置を設定する
ことを特徴とする請求項１ないし１５のいずれか１項に記載の装置。
【請求項１７】
　光を前記被検体に照射する光照射手段と、
　光が照射された前記被検体から発生する音響波を受信することにより信号を出力する受
信手段と、
を有し、
　前記処理部は、前記信号を用いて、前記特性分布情報を取得する
ことを特徴とする請求項１ないし１６のいずれか１項に記載の装置。
【請求項１８】
　光が照射された被検体から発生する音響波に由来する前記被検体内の前記被検体内の複
数位置における特性値を示す特性分布情報を用いた処理の方法であって、
　第１の注目位置を設定するステップと、
　前記第１の注目位置に対応する、前記第１の注目位置を含む複数位置に対する第１の重
み分布情報を取得するステップと、
　前記第１の重み分布情報、前記第１の注目位置における特性値、および、前記第１の注
目位置とは異なる位置における特性値を用いて、前記第１の注目位置における特性値に対
する置き換え値を取得するステップと、
を有することを特徴とする方法。
【請求項１９】
　請求項１８に記載の方法をコンピュータに実行させるためのプログラム。
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